
女の芸や~創造
ドロステ=ヒュルスホフの未完の悲劇Ij~ベルタあるいはアルプス」

における両性具有のモチーフについて -

麻生陽子

o.はじめに一一「遠方Jへの憧れ

ヴェストアァーレン地方というカトリック色のつよい閉塞した風土において、ミュンスタ}

でのオペラや演劇の鑑賞は、刺激を欲していた十代のアネッテ ・フォン・ドロステ=ヒユノレス

ホフ(1797・1848)にとって大きな楽しみの一つだった。18、19世紀の女性の劇作家にとって実

践が執筆の前提だったのと同様に、彼女も修道院に通っていた頃には、素人演劇にすすんで参

加している。l

幼少から詩を書き始めた彼女の本格的な最初の創作となったのが、未完の悲劇『ベルタある

いはアルプス一一三幕物の悲劇 (Berthaoder die A刈与伊y附eωn.丹0仰ue岬 ieωeli初nd.砕r肥.eiAtψfβu憎'ge，仰n川7

下「ベ/ルレ夕』と略記)でで、ある。Z この作品には、若きドロステの関心事で、あった詩作と音楽と

いうテーマのほか、3 ジャンルや性の問題、さらには、詩人というキャリア形成にさいして彼

本稿は日本独文学会 2013年度秋季研究発表会 (9月 28日、於北海道大学)での口頭発表「芸制論リ造

において相容れぬく女らしさ〉と(女であるとと〉ードロステ=ヒュノレスホフの未完の悲劇『ベノレタ

あるいはアルプス』における両性具有のモチーフについてーjに、大幅に加筆、修正したものである。

l ドロステの行動には、カトリック信仰を深める「ミュンスターのサークノレJで彼女と一緒で、あった、
シュトノレベルク伯爵からも注意が寄せられていた。このように当時舞台にのぼる女性には、道徳的に

疑わしいという目線がむけられていた。Ygl.Kord， Susanne: Ein Blick hinter die Kulissen‘De凶 chsprachige
Dramatikerinnen im 18. und 19. .lahrhundert. Stuttgart 1992， S. 22， 37. 
2 ドロステの『ベルタ』のテクストは、 Droste-Hulshoff，Annette von: Be11ha oder die Alpen. Trauerspiel in 
drei Aufzugen. [n: Dies.: HiSlorisch-kritische Ausgabe. Werke， Brie.，外vechsel.Hg. v. Win合iedWoelsler. Bd.YI/I: 
Dramatische Yersuche， Text. Bearbeitet von Stephan Beming. Tubingen 1982， S. 61・224.を使用し、本文中で

は括弧内に行数のみを記す。ドロステのその他のテクスト引用も上記の全集を用い、脚注に略号HKA

と巻数、 頁数と行数を記す。なお、若書きの本作では書記法が統一されていない。上記の全集には欠

けている、コンマやピリオド、引用符や疑問符等が補われた以下のテクストも参照した。
Droste-Hulshoff， Aml1ette von: Be11ha oder die Alpen. Trauerspiel in drei Au危ugen.1n: Dies.: Samtliche Werke 
in zwei Banden. Hg. v. Gunter Weydt u. Win什iedWoesler. Bd. 11. Munchen 1978， S. 379・507.
3 ドロステが志していた音楽家としての側面を木作に読み込んだ論考には、以下のものがある。 Vgl.
Ho価nann，Freia: Gefangene GefuhLe. Annette von Droste-Hulsho作alsMusikerin. 1n: Niethanuner， 011run / 
Belemann， Claudia (Hg.): Ein GiUer aus Musik und争rachι FeministischeAnalyse zu Annette von 
Droste・HulshofJ.Paderborn 1993， S. 35-54.なお、 若き ドロステの音楽の素養や、詩作と作曲との補完的

な関係については、以下を参照。Vgl.Kolago， Lech: Die Dichlerin Annette von Droste-Hiilshoff als 
Komponistin. Zum Worl・Ton-陪rhaltnisin ihrem Iyrisch-musikalischen阪 rk.Frankfurt a. M. 2013， bes. S. 
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女も意識したはずの、 芸術にたずさわる女性の位置づけをめぐる問いも扱われている。4本稿

では、女性の芸術創造にかんする表現の限界とそれを打破する可能性について考察を行う。コ

ルトによれば、劇作品の未完という形式は、女性の書き物の行き詰まりが原因だというが、5Wベ

ルタ』執筆において、ドロステはどの点で行き詰まってしまったのだ、ろうか。それは彼女が扱

った素材と関係があるのだろうか。そしてその素材はたんに限界となってしまっただけなのだ

ろうか。以下では、作中で扱われているモチーフの一つで、当時の性規範を反映した「両性具

有」に着目して論をすすめていく。

ここで作品解釈に入る前に、本作と関わりのふかし、-篇の詩に目をむけたい。『ベノレタ』の執

筆から約 3年後、 19 歳だ、ったド、ロステは、その当時の心境をうたった『揺れる思い (Unruhe)~

(1816) 6 を、シュ トゥルム ・ウント ・ドランクの詩人で、恩師で、もあったアントン ・マティア

ス・シュプリックマン (1749・1833)に書き送っている。この詩を手がかりにして、芸林治リ造に

たずさわる女性の立ち位置を概観しておく。

この詩は、「わたしjの親密な呼びかけではじまる。7 浜辺に憩う「わたしj は、太陽光でき

らめく白波のなかに、遠方へ出航する船を目にする。海のはかり知れぬ f無限さjや「未知の

創造物jに思いをはせ、つぎ、のような胸の高鳴りを覚える。

そしてもっと遠くへ、かぎりなく永遠であたらしいほうへ、/未知の創造物(什emde

Schop五mgen)によってわが身を/束縛せずに自由に揺り動かす欲求よ。/ああ !そのせ

いで鼓動がして胸では炎が燃えたつ。/身動きとれぬ生活のわたしをたえず駆りたてては、

/空間と時間が地へと押しつける。/自由とは魂が怯えながら求めるもののこと。/そし

てそれはわたしの胸で 「無限j と響く!8 

37-71. 

4本稿の執筆にさいして有益な着想をもたらしたものに、両性具有として表象される 「天才」の芸術
家像に注目 した、ンェスラーの論考がある。そのなかでヒロインのベノレタは、ゲーテが描いた芸術家タ

ッソーや、ホメロスを示唆する女性であるとして、問テクスト的な観点から分析されており、フェノレ

スベルクのうちには、感傷的な男性の理想と両性具有という理念の統合を読みとることで、本作が、
性や文学ジャンノレ、諸芸術などが融合されたハイブリット作品であると解釈されている。Vgl.Schossler， 
Fl'anziska: Schillet' und Goethe， "mannliche Sittlichkeit" und "weibliche Fl'eiheit": Gel1ll'ehybl'ide und 
Geschlechterdiskussion in Droste-Hulshoffs Dramenfragment "Bel甘1aoder die Alpen". ln: Liebrand， Claudia / 
Hnilica， [rmtraud / Wortmann， Thomas (Hg.): Rea留iωeTradition. LiJeraturhistorische Positionienmgen 
Annelte叩 nDroste・品ilshq_併.Paderborn 2010， S. 59・75
o Kord.， S. 119. 
6 HKA，IVI，S.171王表題の邦訳は、回遊訳を参考にした。田港玲子編『ドイツ/女のエクリチュー
ノレ』勤草書房 1994年、 169頁参照。
7 Vgl. Heselhaus， Clemens: Annette vOn Droste-Hiilshoff. >>令rkund Leben. Dusseldorf 1971， S. 34-49， hjer S. 
44. 
8 HKA， IVI， S. 171仁v.26・33.
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全十連からなるこの詩の五連目まで描かれてきた心の高揚は、次連以降の 「わたしの愚かな心

よJという呼びかけによって一変し、「わたし」は現実との折りあいを付けていく。以下の引用

部分は、八連日の後半部分から最終連にあたる。

〔…〕落ち着け、心よ、そして謙虚であることを学べ。/波の上で感じよくきらめきなが

ら戯れる、/ポイボスの明るい光はおまえには喜びをもたらさないのか?

湿った浜から家へと戻ろう。/友よ、ここにとどまることはよくない。/わたしの夢は自

分に重くのしかかり、/遠方からふるさとの歌のように問こえてくる。/そしてかつての

揺れる思いがふたたび戻ってくる。/波の上の放浪者たちよ、ごきげんよう !

ひとはわたしたちを自家のかまどに縛りつけようとする !/わたしたちの憧れを狂気や幻

想とひとは呼ぶ。/それでもこの心、 この小さな土くれにだって/まったき創造のための

余地 (furdie ganze Schopfung Raum)はあるのだから 19 

ここでは「憧れ」の内容や「わたしjの性は、暗にほのめかされているにすぎない。「わたしj

は、航海に出ることはおろか、「湿った浜」にとどまることすら自らに禁じている。そのような

身動きとれぬ「わたし」の所定の位置は、家庭のなかで、も女'1主に典型的だった「かまど (Heerde)J 

である。以上からも 「わたし」の性は、まず女性であると考えるのが妥当だろう。10

一方で、この場所と対置されているのが、学芸の神アポロンを指す 「ポイボスの明るい光J

がふりそそぐ、「遠方Jにひろがる「海洋」である。「わたしJが身を置く家庭のある陸地と、

当時男性的と分類された冒険的な海洋という構図は、女性が学芸の領域から閉め出された状況

を示唆している。『揺れる思し叫では、陸と海とを隔てる境界に踏みとどまる 「わたしjの、世

間からの敵視にたいする危倶と願望のあいだを揺れる、心の様子が描かれてし1く。本来の「ふ

るさと」が「遠方」にあることを「歌」から感じとった「わたし」は、最終連でこう主張する、

「遠方」とし、う芸制強IJ造の表舞台から隔てられていようと、f小さな土くれJと呼ぶ自身にも 「ま

ったき創造のための余地jは存在しているのだ、と。

9 Ebd.， S. 172， v. 45・58.
10 Nutt-Kofoth， Rudiger: Ver・ugbarkeit，Unzuvel悩ssigkeit.Zur literatl.lrsysteminternen Fl.lnktion 1 iterarischer 
Tradntion in der Lyrik Annette von Droste・Hulsho吊.In: Liebrand / Hnilica / Wortmann， S. ] 21・150，bes. S. 
123・129.ただしこの箇所の「わたしたち」は、女性だけには限定されないだろう。この詩を受け取っ

たシュプリックマンは、ドロステの才能を認め、彼女に書くことを鼓舞した人物だが、かれもまた家
族への義務感や経済的理由から、文筆を断念して法学に転向した。世の規範を束縛と感じ、理想と現
実のあいだで葛藤を抱えたこの男性もまた、IわたしJから「友よjと呼びかけられている一人に含ま
れていると恩われる。
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ジェンダー観が変化した感傷主義の時代に理想、とされたのは、理性と感a情のバランスを保つ

ことのできる女性だ、った。女性が有するとされた繊細な感情能力は、近代市民家族のなかで発

揮されることが求められてして。家族とは、18世紀後半、両'性の労働の場だった「全き家jに

代わって力をもちはじめていた当時のジェンダ一規範の実践場であり、男性と女性にはそれぞ

れ公的、私的領域が割りあたえられていった。そして都市の市民女性には、夫や子供のために

幸福と安らぎをもたらすという情緒的、心理的役割が課されてし、く。11

このような性の役割分担を強調していく背景となったのが、カントやフンボノレト、フィヒテ

をはじめとする両性の差異にかんする自然的決定論である。生物学、医学、人類学などの当時

のさまざまな学問分野の言説は融合し、男女双方を補完するこ項対立的な「性的性格」が作り

出されていった。男女がもっとされた資質(男 ・能動 ・理性・知性 ・文化/女 ・受動 ・感情 ・

心 ・自然)は、自然で固有なものであると自明視されていく。12

こうした流れのなかで、女性の「自然のJ性に反するものとして拒絶されていったのが、学

識だった。13 しかし実際には 18世紀以降、書く女性は増加していたため、彼女たちの創作活動

は、性差が論拠となって趣味の域に選り分けられ、文学ジャンルの選択肢もかぎられていく。

女性が高尚な芸術から文化的に排除されよう としていたということは、しかし逆に、女性も

芸術創造にたずさわっていたことを示唆してはいないだろうか。文学ジャンノレの境界線も確固

としたものではなく、 芸術にかんする男女の活動領域も重なりあうような形で緊迫した関係に

あったと考えられる。文壇の秩序を維持し書く男性と、同じく書く女性とのあいだに存在した

であろう緊張関係は、当時の性規範を反映したモチーフである 「両性具有jにもあらわれてい

る。そこで以下では、男女が非対称に位置づけられている両性具有のモチーフを手がかりに、

芸術に関与する男性ならびに女性の造形について考察を試みる。

1 .未完の悲劇IJWベルタあるいはアルプス』の成立背景と先行研究

最初に、本作のあらすじを簡単に述べておく。時代は 16世紀。場所は北ドイツ ・ヴェストフ

ァーレンの地方貴族の館。ここに住む帝国伯の令嬢ベルタと、 3か月逗留しているスイス出身

の旅回りの楽師フエノレスベノレクは、たがいに惹かれあっている。あるときベルタは母にかれへ

の愛を告白しようとするが、その一方で、出世のために娘を犠牲にすることも辞さない父やそ

の家臣によって、 ベノレタには政略結婚がもちかけられ、彼女の恋人であるフェノレスベノレクを亡

1 1 星野純子『ゲーテ時代のジェンダ-~文学一一「金のりんごを盛る銀の皿J~ 鳥影社 2005 年、 1 78
頁参照。

12向上、 87-98頁参照。Vgl.Hausen， Karin: Die Polal'isienmg del' "Geschlechtscharaktere". Eine Spiegelung 
der Dissoziation von Elwel・bs-und Familienleben. In: Conze， Werner (Hg.): Sozialgeschichte der Familie in der 
Neuzeit Europas. Stuttgart 1976， S. 363・393，bes. S. 368・378.
13 Vgl. Bovenschen， Silvia: Die imaginierfe 砂告iblichkeif. Exemplarische Untersuchungen zu 
kulturgeschichflichen und liter，αrischen Prasenf，αtiol1sjormen des ~令iblichen. FrankfUlta. M. 1979，S. 158・凶4.
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き者にしようとする陰謀が仕組まれていく。

二人の若い男女の恋愛と、 それを限む政治的陰謀という二つの筋が絡みあった悲劇 『ベノレタ』

は、1813年 3月、ドロステが 16歳のときに執筆が開始された。翌年には、構想の約半分にあ

たる第二幕第六場まで執筆は進んでいたというが、中断も重なり、1819年に挫折が報告されて

いる。14こう して未完に終わった『ベノレタJは、長らく 「ド、ラマ的な形式に変装した私小説j

であると過小評価されており、15ほかの初期作品である叙事詩『ヴアノレター(助lther).s(1818) 

や未完の小説『レドヴィーナ (Le，めvina).s(1820) と比べても、近年まで論じられることの少な

い作品だった。そのため本作にたいする関心は、若きドロステのドイツ古典主義作品の受容を

伝える伝記的資料という側面にあったと言える。すなわち、シラーの戯曲『たくらみと愛.s(1784)

や 『ヴァ レンシュタイ ン~ (1798/99) 、 『ヴィルヘルム ・ テル~ (1804) (以下 『テル』と略記)

を中心に、 ゲーテの『 トルクアート ・ タッ ソ~~ ( 1790) や『庶出の娘~ (1803)など数多くの

作品の「異なる要素jがそこでは巧みに「融合Jしているとみなされてきた。 16

しかし近年では、ジェンダーの観点を軸にした、先行テクス卜との比較研究が主流である。17

ユングニホーフマンが、『ベルタ』を 「市民内の (innerburgerlich[])悲劇lJと呼んだように、18

本作では、貴族の政治的虚栄心やその生活にたいする批判、身分違いの恋などの市民悲劇の要

素だけでなく、 とりわけ性にかんする市民道徳の批判もなされている。たとえば、本作の女主

人公のベノレタは、最終的に結婚という形で男性との関係性に収まることはなく、 古典主義作品

の女性たちとは具なっている。「勇ましい少女 (wackr邸 Madchen)J (v. 2703)と呼ばれる ド、ロ

ステのベルタは、本作のヒロイン名の決定に影響をあたえた『テノレ』に登場する自意識の高い

「自由な貴族の娘 (diefreie Edle) J 19ベノレタや、ゲーテが描いた 「勇ましい女騎手 (diewackre 

14 rそれ 〔着手した悲劇『ベノレタ.])にはたしかに、なかなかよい個所がところどころありますが、そ
の素材 (Sto的 は悪く選ばれているのです。このことをわたしがまだ理解してはいなかったのではな

くて、そのアイデアが逆にわたしにとって好ましく熱中したものだった当時にそれを完成させていた
ならば、それほどまでに悪くはならなかったで、しょう。しかしもう微塵の愛情すらない素材を扱うな

んて、恐ろしい考えで寸ーJoVgl. HKA， Vlll， VI， S. 22・29，hierS. 25. (1819年2月8日付のシュプリック
マン宛の書簡。)挫折にかんして、1815年以降の病や 1816年のミュラーの『運命』への熱中という伝

記的な意味づけをした研究に、以下がある。Heselhaus，S. 43. r素材jを、悲劇と喜劇の混合という本
作の形式面ととらえた論考には、以下のものがある。Berndt，Frauke: "Die Kunst d田 Rahmensund das 
Reich der Tone“ . Weibliche Medien der KくO∞nver凶sat叩t“io∞nin D印1'0刀Oωstωe-Hulsho旧o仔偽s"Be倒r吋tha0吋derdieA刈Ip仰悶e創n"可ザザt‘“ぺ‘'.1加恥n配:しi陀eb肋l'百加a
/ Hn川1叶ilic伺a/Wol代tmann，S. 21-57， hier S. 23. 
15 Freund， Anna: Annetfe von Droste-Hulshoff in ihren Beziehungen zu Goethe und Schiller und in der 
poelischen Eigenarl ihrer gereifien Kunst. Munchen 1915， hier S. 27. 
IQ Ebd 

17 Vgl. Schwarzbauer， Franz: "Bilder deiner wilden Phanlasie". Sehnsuchts・undSchreckensOlte in Drostes 
TragodieniTagment "Beltha“Tn: Droste・Jahf伽 ch7 (2007/2008)， S. 177・196.
18 Jung-Hofmann， Christina: Ideologie und Ideologiekritik in Annette von Droste-Hulsho能 Berthaoder die 
Aljロen(1813/14). Eil1 Beitrag zur Genderfi百geum 1800. Jn: Rennhak， Katharina / Richter， Virgina (Hg.): 
Revo/ution und Emanzipation. G.ιsch/echterordnungen in Europa um 1800. KoLn / Weimar / Wien 2004， S. 
149-164， hierS. 158. 
19 Schiller， Friedrich: Wilhelm Tel1. Schauspie1. Tn:丹 iedrichSchiller階rkeundBri，φin zwoゲBanden，Bd. 5: 
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Reiterin) J 20オイゲーニエなどと同じく勇敢さを備えており、彼女たちはともに 「女性性1に

は収まりきれない人物だと言える。しかしながら男性との関係性をみると、シラーやゲーテの

ヒロインは、男性との結婚を選ぶ点で逸脱的とは言いがたい。 ドロステのベルタは、結婚に至

らないどとろか、恋人まで、も奪われてしまうように、21本作では、男女の結婚という大団円の

結末を拒否した悲劇が描かれている。

そしてまさに、市民社会の性規範にたいする批判を、古典主義作品からの本歌取りという形

式において実践しようと したところに、悲劇 『ベルタ』の核心がある。そもそも作者ドロステ

の戯曲にたいする関心は、概して低かったとしづ。22それにもかかわらず、自身の第一作目に

悲劇というジャンノレが選ばれたことには、別の理由がある。戯曲 (Drama)とは、女性の書き

物として一般的だった書簡体小説とは異なり、伝統的に男性作家の分野とみなされてきたもっ

とも高尚な文学ジャンノレだった。なかでも悲劇 (Tragodie)は、当時少なからず存在していた女

性の劇作家でさえも選ぶことが珍しく、彼女たちの大半は恋愛ものの喜劇 (Komodie)や芝居

(Schauspiel)を手がけていた。23 この状況下で行なった悲劇の選択からは、文学形式の序列を

意識し、自らを高尚な文学ジャンノレの書き手と して位置づけようとしたドロステの野心を読み

とることができる。

ドロステの悲劇 『ベノレタ』には、作者の自画像に近い 「博学のヒロインJ24ベルタが登場す

る。自然や孤独を愛し、読書を好む 「夢想家J(v.2128)のベノレタは、不安に苛まれてメランコ

リックにハープをかき鳴らしている。彼岸に救いを求めている彼女は一方で、ブエノレスベノレク

という名の芸術家と恋仲にあるのだが、この二人には共通点が多い。次章では、二人に共通し

ているが、しかしその意味合いが非対称的である 「両性具有j としづ特徴に注目していく。

Dramen Jy. Hg. v. Matthias Luserke. Fr古川<.furta. M. 1996. S. 386・505，hier S. 476， v. 2528.この点について
は、以下も参照。Yg1.Stephan， Inge: "Droste・Hulshoff，Annette von". In: Lοster-Schneider， Gudnm / Pailer， 
Gaby (Hg.): L町ikondeufschsprach留erEpik und Dramafik von Autol'innenρ730-1900). Tubingen 2006， Sp. 
102王
20 Goethe， Johann Wolf注ang:Die Naturliche Tochter. Trallerspie1. In: Ders.: Stimfliche ~陪rke nach Epochen 
sein回 Schaffens.Munchner Ausgabe. Bd. 6.1: Weimarer Klassik 1798-1806. Hg. v. Victor Lange. Munchen I 
Wien 1986， S. 249， v. 246. 
21草稿の末尾に残された作者の構想によれば、フェノレスペノレクは政治的陰謀に巻き込まれて屋敷を追

放され、第三幕第六場ーでベノレタの兄との決闘によって命を奪われる。
22上IKA，V/2， S. 263.劇作品としては他に、風刺劇『ベノレデ、ュー !あるいは詩人、出版人、 そして文
学かぶれの女 (Perdu!oder Dichtel;怜'rlegel;und Blauslrumpj忌)~ (1840)がある。

23 18、19世紀を通じて女性が書いた喜劇や芝居が約 1000作品存在していたのにたいし、悲劇はわず

か86作品にとどまる。検閲や聴衆受けなどの理由からも、悲劇lが女性作家に選ばれることは稀だった。
Ygl. Kord， S. 93f.音楽ジャンノレやプロとディ レッタントの区別に反映された性差を指摘した論考には、

以下のものがある。町eger，Eva: Annette von Droste-Hulshoff und die Lieder komponierende Frau ihrer Zeit. 
1n: Niethammer I Belemann， S. 173-184. 
24 Jung-Hofinann， S. 149. 
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2. 芸術創造をめぐる両者の緊張関係一一非対称的な男女の両性具有

古代より完全性や全体'性の神秘だ、った両性具有 (Androgynie)は、 二にしてーとしづ状態、

あるいは相反するこつの概念の統合の可能性を指す。25プラトンの『饗宴』にあらわれるアン

ドロジノス、オケィデ、ィウスの『変身物語』のへノレマフロデ、ィトス CHetmaphroditos)、そして

創世記における神の似姿としての両性をもった原初の人間アダム等の神話を範にして作られて

いったとのイメージに、18世紀以降、多大な影響をあたえたのが、美術史家のヴィンケルマン

だ、った。 かれは著書 『古代美術史~ (1764)のなかで、古代ギリシアのアポロン像をはじめとす

る大理石像の、性的に区別しがたい調和のとれた中庸状態を理想美であると述べている。 26

啓蒙の時代において、この両性具有という神話的な構想は、解剖学などの性差にたいする科

学的な説明によって形を変えられ、それは両性の補完性を前提としたシラーの見方にあらわれ

ている。ヴィンケノレマンに基本的に依拠しながらも、シラーにとって性的に不確定な状態は、

カオスを意味するものだった。明確に規定された性をもっ身体を美とみなすかれは、男女の両

性具有のあいだに非対称的な価値づけをおこなったのである。27なかでも精神面において両性

具有的な男性は可能性に満ちた完全な人間の典型とされ、たとえばシラーに影響をあたえたフ

ンボルトにおいて、それは作品ではなく一一ーヴェノレギリウスやダンテという「男性的なJ一一

芸術家であると主張される。

こうした男性の両性具有にたいする見方が変化をむかえたのは、とりわけ 1770年から 90年

頃にかけての、「天才の時代」と呼ばれたシュトクルム・ワント ・ドランクの時代である。シラ

ーもゲーテ宛ての書簡のなかで自身を 「概念と直観、規則と感情、技巧的な頭脳と天分 (Genie)

の両性具有的な存在 (Zwitterart)Jと説明しているように、 28両性具有の男性とは、天才的な芸

術家を意味するようになった。

それにたいして女性の両性具有性は、男性のそれより劣位に置かれる。たしかに両性具有の

大理石の女性は敬意の対象とされたものの、生身の女性の精神的な両性具有性にいたっては拒

絶の対象となる。そしてそれは、フランス革命で、政治活動を行なった女性にたいする、 「恐ろし

いこ重の性をもっ獣J29 としづ見方にあらわれているだけでなく、ものを書く女性を示すネガ

25両性具有のイメージの時代や国ごとの変遷については、以下のものが詳しい。Aumhammer，Achim: 
Androgynie. Studien zu einem Motiv in der europaischen Literatur. Koln 1986; MacLeod， Catrina: Embodying 
AmbiguiかAndrogynyand A目的eti，α斤'omWinckelmann 10 Keller. Detroit 1998;クリスティーン・バタース
ビ~ w性別と天才一フェミニズ、ム美学のために.!I(小池和子訳)現代書館 1992年。
26 Vgl. Aurnhammer， S. 161・164;MacLeod， S. 25-46.本作でも『古代美術史』を示唆する場面がある。ベ
ノレタの両親は、デ、ルポイのアポロン一一これも両性具有的な大理石像として知られる一ーをはじめと

する、古代ギリシャ ・ローマ彫刻の窪んだ眼をめぐって対話をしている。(第一幕三場)HKA， V/2， S. 
640-642. 
27 1¥在acLeod，S.52・66，bes. S. 61 f. 
28 Zit. nach MacLeod， S. 59. 
29 Ebd.， S. 66. 
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ティブな表象になってし1く。

では、本作における男女の両性具有性は、どう描写されているのだろうか。

2. 1.女性の両性具有一一潜在的な芸術家としてのハープ弾きベjレタ

ドロステの悲劇の幕は、裕福な貴族の二人の娘による、絵画と音楽としづ芸術にかんする議

論の場面で聞く。レッシンク、、の『エミーリア ・ガロッティ.n(1772)を思わせる官頭ののち、姉

のベノレタがハープを奏で、ある貧しい少女にことよせて「未知の憧れJ(v. 14)をうたう。銀色

に輝く水辺で「青みがかった遠方J(v. 11)にたえず視線をむける少女の姿は、まるで歌い手ベ

ノレタ自身の姿と重ねあわせられているかのようであり、 三人称ではじまるこの歌の人称も、 13

行自から 24行自では一人称に変化する。

なんでわたしはこんなにまで悲しくて、どう してこの胸を/未知の憧れが震わせるのだろ

う。/限りない不安と/内なる欲求でわたしの心は満たされている。/わたしは五月のパ

ラのように/わたしが編んだ小さな花輪のように瑞々しく美しかった。(v.13・18)(傍点の

強調は引用者〕

そして、ふたたび三人称に戻り、歌はこう結ぼれる。

そう してわずかに残っている小法を/彼女は目に涙をためながら摘み、/高鳴る胸にきつ

く押し当てて/小屋へとふたたびよろよろ戻ってし、く。 (v.25・28)

なお、この少女の歌には、春に自然のなかで生を調歌する少年をうたったシラーの詩 『小川|の

ほとりの少年 (DerJungling am Bache) ~ (1803)の影響がある。30舞台や語議面で数多くの類似

が見られるが、詩の内容は反転されている。とくに摘み取られる「花々j は、少年が恋人の膝

に散りばめるためのものであり、「この上なく小さな小屋のなかの空間J31も、幸せに愛し合う

二人のものとして描かれている。しかし 『ベルタ』で摘まれる 「小花jは、自身の胸に押し当

てられていることからもわかるように、少女のためだけのものである。花が伝統的に詩作品の

メタファーであることからも、32 ここで、花を摘み取る仕草は、「小屋」という所定の場所で孤独

に営まれる、少女/ベルタの詩作を示唆する行為だと思われる。

;ovgl HKA，vm 倒
1 Schiller， Friedrich: Der Jungling am Bache. In: Schil!ers肋rke.Nationalausgabe， Bd. 2: Gedichte. Hg. v. 
Norbert Oel1ers. Weimar 1983， S. 222. 
32 Vgl. Peucker， Brigi悦:Droste-Hulshofrs Ophelia and the Recovery ofぬice.ln: Journal 0/ English and 
Germanic Philology. Vol. 82， no. 3 () 983)， S. 374-39)， hier S. 375. 
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それゆえ、この歌を聞き終えた妹のコノレデーリアは、そのなかで暗示されたベノレタの営為に

たいして以下のような違和感を述べている。

あなたの精神はあまりにも男っぽくて/女の目ではあなたを追っていけないほどの高みへ、

あまりにも高くへむかっている。/それがあなたの胸を落ち着かぬほどに締めつけ、/若

い頬から血の気を整っているもの。/もしも女たちが自分たちの領域を踏み越えてのぼっ

ていけば、/自分たちのなかのより良き自己から離れていってしまうことになる。/太陽

にむかつて上へ上へと舞い上がって、/鷲とともに軽やかな雲を突き進んでいきたがって、

/ただひとり霧のかかる谷にたたずもうとする。/もしも女たちが男たちと競おうとすれ

ば、/彼女たちは両性類 (Zwi恥 r)なのよ、だからもう女ではないわ。/ベル夕、たしか

にあなたはわたしよりずっと賢いし、/物事をずっとふかく考えるし年上だわ。/だけど

今度ばかりはわたしのいうことだけを聞いてちょうだい。/良い女っていうのは、どんな

ところでも女らしいのよ。(v.108・122)

太陽へ飛朔するイカロスを連想させる、ベノレタの「悟性」や「崇高な精神J(v. 2390， 3316， 3346) 

は、 「男っぽい (mannlich)Jと呼ばれている。しかしここではまだ、それが具体的にどの点で

男性的なのかについては述べられていない。一方の妹コノレデーリアは、「快い家庭の範囲のなか

だけで/自己とその暗黙の義務のために生きるJ(v. 50f.)女性の徳を備えた理想的な人物とし

て登場している。33彼女は「奥さん (Hausmutterlein)J (v. 289) として、女性の手仕事とされ

た、 「虚栄的でない芸術J(v. 344)と呼ばれる刺繍につつましく励んでいる。そのような彼女か

らすると、「男たちと競おうとするj女性は 「両性類 (ZwI恥r)Jにほかならない。しかしベル

タは、作中では家庭の領域にとどまっており、たとえば、男性たちが歴代の支配者の政治につ

いて議論する場面などに登場することはない。そのため、妹がここで言わんとしている、男女

で明確に分けられた領域は、実際の生活圏だけでなく、目には見えない精神世界にまで及んで

いると言える。

女性であることを一義的にしかとらえることができないコノレデーリア。彼女と似た見方は、

以下の場面では男性の目線から述べられている。男性であることを誇示しようと戦への出征を

欲している、ベノレタの兄フエノレテ、イナントは、妹のベノレタにむかつてこう言う。

33妹コノレデ、ーリア (Cordelia)の名に含まれる Kordには、「あぜ織り布j とし、う意味があり、ベノレタ

(Beltha)にも、婦人服の「飾り襟jの意味がある。これに関連してベルントは、文化の深層にある

母系神話のモチーフが盛り込まれたテクストとして本作を解釈した。コノレデ←リアがランプのシェ←
ドに縫いつけている図柄は、祭壇で涙を流す亙女であり、ベノレタを示唆する。つまり、ベノレントの解

釈にしたがえば、ヒロインのベノレタは、布という別の〈テクスト〉においても拙かれているというこ
とになる。Vgl.Berndt， S. 37任
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おまえの脳が燃えあがりながら、おまえの幻影を/恐ろしい混乱のなかで、生み出し、/そ

しておまえがえぐるような目っきで/それをかすかに口にするとき、/奇妙にも肉体を失

った霊に似て見える。/わたしの胸のなかでは。もし同時におまえの愛らしい優美な姿を

見ていなければ、/おまえはしばしば本当に身の毛もよだっ恐ろしいものになってしまう。

(v. 1459・1466)

ここでベルタの男性的な精神の営みは、「脳jで「幻影 (Phantome)Jを紡ぎ出す行為と言い換

えられている。精神活動を行う女性は、「愛らしい優美な(hold[] liebl ich[ ]) J r肉体を失った霊

(korperlose[r] Geist) J 、あるいは 「身の毛もよだ、つ恐ろしいもの」になぞらえられている。

このように、創造的な女性を明確な性を失った「両性類jと同一視する見方は、前述の通り、

現実の女の両性具有性にたいする否定的なとらえ方にも共通している。それは、フランスの作

家で高級娼婦でもあるニノンを妻にもつ夫の嘆きを描いた、シラーのバラード『高名な女性(Die

beruhmte Frau) ~ (1788) 34でも認められる。愛らしい 「天使j と呼ばれていた母にして妻であ

るニノンも、家庭という領域を離れたとたん、 夫の自には肉体的な魅力の奪われた 「両性類j

や「賢人と猿のあいの子」というグロテスクな姿にしか映らない。おそれはまた、自我をもっ

女性という性的他者に直面した男性の不安が生み出した虚像であるとも言えるだろう。本作の

フェノレデ、イナントにとってもベノレタは、精神活動を行う限り理解しがたい存在にとどまるので

あり、それは、彼女の憧れを体現する恋人を殺めてしまう展開にも象徴的にあらわれている。36

もっとも、女性の「男性的なJ精神の営みが否定的にとらえられているという理由だけで、

その女性が芸術家として他者から認知されているとはかぎらない。これに関連して、ベノレタの

位置づけについては正反対の見解が提示されてきた。コノレトは、ベルタを家庭と芸術の両方の

領域に属する中間存在としてとらえながら、しかし彼女が音楽に従事しているという理由から、

34 Schiller， FJ允drにh:Die beJiihmte Frau. In: Schillers砂金r此e.Nationalausg，αbe， Bd. 1: Gedichte. Hg. v. Julius 
Petersen u. Gerhard Fricke. Weimar 1943， S. 196-200. 

35 Ebd.， S. 200， v. 138・142. r愛4L心身体をもっ強ふ精神、/支配するのも愛するのも不器用である
ような、/男と女のあいだの冊性類、/巨人の武器をもった子ども/賢人と猿のあいの子 (Einsωrker 
Geist in eil1iem zarlen Leib. / ein Zwitter zwischen Mann und ¥νeib， / gleich ungeschickt zum Hen-schen und 
zlIm Lieben， / Ein Kind mit eines Riesen Wa仔en，/ Ein Mittelding von Weisen lInd von A能 n!)J (傍点の強調は
シラー〕 なお 「作家であること (AutOl-schaft)Jは暗黙裡に男性として性別化されていた。18、19世
紀のドイツにおける「女性の作家 (Autorin)Jという語の否定的な含意については、以下を参照。Ygl.
Kazzari， Iくerstin:Eine Hand mit AJmbandem: Zur sprachgeschichtlichen Asymmetrie des Autorenbegri低.In:
Schna油b恥加eωeJtバt，[n同a/瓜Sc凶haff.宵;Bar巾ba訓ra叫(H均g.ωjよ):A血utωtωωOωI吋.
bes. S. 27-30. 
36コルデーりアとベノレタの関係はしかし、フェノレデ、ィナントとベノレタの関係とも異なっている。本作

では女同士の密接な連帯も認められるため、姉妹はジェンダー観にかんしては表むき立場を異にして
いるが、芸術創造にかんしては相互補完的な関係にあると言える。Vgl.Berndt， S. 37任
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ベノレタが芸術家であると主張している。37そしてハーフ。としづ楽器を創造性と関連させること

で、ベノレタを高尚文化に属する人物として解釈したのが、シェスラーの論考である。彼女は、

イカロスのモチーフやメランコリーと結びついたベルタの特徴を、ゲーテの 『ヴイノレヘノレム ・

マイスターの修業時代』に撃場する暇琴弾きの男性、さらにはかれが喚起する人物で当時天才

の典型として賛美された、盲目の詩人ホメロスのイメージでとらえている。38ベノレタの営為を

肯定的に捉える彼女の議論は、しかしながらハープが4性別化された楽器で、あるとしづ重要な点

を見落している。これに関連して、阪井はコルトに反論する形で、文化的、社会的、音楽史的

に当時女性に許された数少ない楽器だ、ったハープを弾く行為によって、ベノレタが芸術領域から

排除された存在であると指摘している。39ハープが女性化した楽器であることによって、ベル

タの芸術にたずさわる者としてのあり方に一定の留保がつけられてしまう点は、見逃しがたい。

以上のように、ハープを性別化された楽器として捉えるか否かという点で、ベノレタにかんし

ては相反する見解が存在している。そしてハープには、その弾き手が芸術家(あるいはプロ)

であるかどうかを測る世の指標となり、女性にかんしてはその芸術家性を否定しかねない側面

があることも否定できない。しかしながら当の本人のベノレタは、それとは異なった見方をして

いる。彼女は、この女性の楽器を自身にふさわしい表現手段として肯定的に受けとめているの

である。彼女においてハープは 「すべてJであり、「憧れと悲しみのなかにあるj自身の「信頼

できる女友達J(v.463り だと呼ばれている。この楽器への信頼は、ほかの台詞にもあらわれて

いる。「わたしの銀色の弦のかすかな言葉は/(・・・J/甘美な魔法でわたしの精神を/冷酷な現

実という窮屈な壁からさらって/黄金色をした幻想の明るい国へ、/わたしたちの永遠の光の

きらめきが赤く燃えているあちらへと連れ出すのですJ(v.382・388)。ここで、ベノレタは、ハープ

が「芸術家j を否定する属性となる「女性化した楽器Jであれ、その許容された手もちの手段

によっても、「あちらjの「黄金色をした幻想の明るい国Jが示唆する芸術の領域に立ち入るこ

とが可能であると確信している。このような女性の芸術創造を肯定する見方は、性規範の枠組

み内で、すなわち「両性具有Jという、女性にたいしては否定的含意のある精神的特徴を付与

されたヒロインの姿を通して主張されているのである。

「芸術家j とは明言されることなく、あくまでも潜在的な「芸術家j として位置づけられて

37 Vgl. Kord， S. 115f 

~O V gl. Schossler， S. 66・70.

39阪井葉子 「音楽表現と女性の身体一一ドロステの『ベノレタ』とその周辺J:阪神ドイツ文学会『ド

イツ文学論放~ 45号 (2003年)、 67-87頁所収参照。阪井も依拠したホフマンによれば、甘美な音色

を響かせ、節度のある人の、感情に寄り添う伴奏楽器として感傷主義の時代に好まれていたハープは、
管弦楽器とは異なり、ピアノやリュート、ギターとならんで女性に許容された数少ない楽器だ、った。

演奏者が女性に規定されていく理由には、女性の美しい外見や身のこなしを引き立てるハープの特性、
ディレッタントの楽器としてもてはやされたこと、オーケス トラ内での確固たる地位の築きにくさ、

社会的な悪評が関係しているとしづ。フライア ・ホフマン『楽器と身体一一宵民社会における女性の
音楽活動~ (阪井葉子/王川裕子訳)春秋社 2004年参照。
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いるベルタとは反対に、「芸術家J(v. 148)、「音の国の君主J(v. 2237)、「音楽の大家J(v.3017) 

などと肯定的に呼ばれているのが、ベノレタが恋する、市民のフルート吹きフエノレスベノレクであ

る。次節では、この人物造形にあらわれている、ベノレタの言語化することのできない芸術創造

にたいする意識をあきらかにしてし、く。

2. 2.両性具有的な芸術家の理想としてのフェルスペルク

スイス ・アノレプス出身のエトヴアノレト ・フェルスベノレクは、高貴な立ち振る舞いとその甘美

なフノレー トの調べで周囲の者を魅了している。まずは、この人物にかんする周りのお喋りに耳

を傾けてみたい。

フェノレスペルクのことをあまり知らない、宮廷育ちの従姉ラウレッテが、かれにたいする第

一印象を、「とても誇らしい体格、/それにその自由で開放的な表情は、/ただ戦士や英雄だけ

を思わせるものだったわ。/芸術家や軟弱な歌人 (weiche[r]Sanger)ではなくってJと述べて

いる (v.507・510)。かれが 「戦士や英雄」という男性的な容姿のもち主でありながら、それが

かれの内面と不釣り合いであるかのように表現されている。「芸術家や軟弱な歌人jが、男性的

とは対極の女性的なイメージでとらえられているのだが、ここで指摘されたフェルスベノレクの

女性的な側面にかんして、コノレデーリアがこう補足する。「たしかにかれの精神は高貴で男らし

くたくましくて (mannlichstark) /教養だ、って立派で優秀です。/けれども情愛深い感性

(innige[ ] Empfindung)であふれでいて/自然の秘められた作用によってたやすく心を打たれ

るんです。/誇らしい祖国アルプスの/威厳ある魅力を/詩人的な絵筆で/かれがわたしたち

に夢中になって描いてみせてくれたときにはしばしば、/その目には感侮まった涙があかるく

きらめき/その言葉は途中で震えながらつかえ、やがてかれはその溢れるものに耐え切れなく

なって/黙ってしまったものですJ(v. 511・521)。賞賛に値するかれの「男らしくたくましjい

精神とは対照的なものとして、繊細な感性が取り上げられている。男性の「同情Jや 「涙jは、

感傷主義の文学では決してネガティブな表象ではなかったが、 19世紀以降の規範的な 「男らし

さ」の中心からは、次第にこぼれ落ちていくものだ、った。40作中で理性的な人物として登場し、

戦話を聞くと涙もろくなる感傷的な宰相である叔父ですら、自身のことを「軟弱 (weich)でな

い〔ー〕男だJ(v. 99S) と述べている。その意味においても、感極まって涙を流す「軟弱なj

フエノレスベノレクは「男性性」には収まりきれない人物として設定されている。しかし、かれの

「詩人的な絵筆」による語りを特徴づけているのは「女性性jだけではない。そこには精神の

力強さも関係していることが、続くべ/レタの台詞からは読み取れる。

40 菅利恵、 『 ドイツ市民悲劇とジェンダー一一啓蒙時代の f自 己形成J~ 彩流社 2009 年、 101 頁参照。
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そして/かれが自分の民の穏やかな無邪気さそのもので/立派な自由の意味について語る

ときには、/その目からは炎がめらめらと勢いよくほとばしるのです。/かれは愛する祖

国を/たくましい腕でもってかばい、/もう片腕でそれを守ろうとしているかのようで、

/ものすごトし1力をもった軍神アレスに似ているのです。/心を揺さぶる圧倒的な力で 「自

由Jを鳴り響かせ、/その聞き手のふかく打たれた心のうちで、/それは大音量で「自由、

自由」と反響するのです。(v.521・533)

ここに見られる、 f圧倒的な力jによって 「自由j という語が 「反響j している心の状態は、本

論冒頭で引いた『揺れる思し叫においても描かれている。Iわたし」が海洋を前にして感じたの

と同様の高揚感や力強さを、ベノレタもフエノレスペルクの語りから感じ取っている。以上の3人

の女性たちのフェノレスペノレク評を見ると、かれを特徴づけているのは、たくましさと繊細な感

情というこつの側面である。そしてこの点は、男性がもっ 「女性性Jに否定的な母の台詞(1自

然が女の気質をあたえ、性を拒む不幸な息子たちJ(v. 1652王)によっても強調されており、以

下でベノレタは、母にたいして腕曲的に異議を唱えている。

では/繊細で感じやすい心は/誇らしい力と男性の胸のうちで決して結びつきはしないの

でしょうか? (v.1657・1659)

ここで暗示されているのは、男性的な精神の「誇らしい力 (stolze[] Kraft) Jと女性的な「繊細

で感じやすい心 Ceinempfindend zalt Gemuth) Jが融合する可能性である。

芸術家フェノレスペルクの精神的な両性具有性は、本作を陰謀劇として成立させる重要人物で

あるマルコからも注目されている。かれは野心家のベルタの父の手下として、娘のベノレタとフ

ェルスベノレクの関係を破局に至らしめるべく策を練っており、ベノレタ以上にフェルスベノレクを

知り尽くす人物でもある。そこでマルコは、フェノレスベノレクに惚れているラウレッテの、ベル

タにたいする嫉妬心を煽ろうとして、かれの魅力をこう説明している。

繊細な教養と美しい精神を備えた男。/あの省者は哲学者であり楽師 (Musikus)にして詩

人だ。/あらゆるものがこの一人の人間に収まっている。/そしてかれに機会があれば/

英雄にもなれるだろうしさらに占星術師にも/数学者にもなれるだろう。それらもかれな

のだ。/だからあの芸術家たちにはないあらゆる精神がかれのなかで一つに結合して/宿

っているかのように思えるのだ。(v.2275-2283)

ここでは、女性性を連想させる 「繊細な (fein)Jや f美しい (schon)Jという語で、芸術家フ
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エノレスペルクの「女性的性格 (E仇 mination)Jが強調されている。41 すでに第二章の冒頭で確

認したように、男性の「女性性」にかんする見方は、 「天才Jが熱望された時代に変化した。「自

然jや失われた「過去j という意味を負わされた「女性性jは、完全な神の似姿にみずからを

なぞらえていた「天才j に必要な資質として男性のうちに取り込まれてし、く。その意味で『ベ

ルタ』のフェルスペルクは、ほかの論者たちもすでに指摘しているように、 「女性性Jと 「男性

性Jの特徴をあわせもつ 「天才Jとして造形されているのだろう。42

それにもかかわらず作中ではフェノレスベノレクにたいして、 「楽師J、「地上のミューズの息子

(Musensohn der Erde) J (v.3237)や「不運なひと (Unglucksvogel)J (v. 3366)など、 否定的な

含意の語も陰謀を仕組む男性陣からあたえられている。 二つの異なる資質をあわせもつことを

ベルタが肯定的に評価している点はあきらかであるが、ほかの女性たちゃマルコの台詞も示す

通り、男性がもっ「女性性」、あるいは両性具有性にたいする一般的な評価はl暖昧である。フェ

ノレスベノレクが、皆が惚れ込むほどの才能豊かな芸術家の理想として描かれていることは否定で

きないが、しかしかれが一体どの程度、当時の男性たちにもてはやされた両性具有的な「天才」

のイメージでとらえられているのかについては、疑問が残る。女性であるドロステが自らの芸

術家の理想を、「女性性」をあわせもった男性という、男性たちによって作られた両性具有的な

「天才」のイメージにならって造形していたとすれば、それは既成のイメージの焼き直しでし

かなくなる。しかし実際には、フェノレスペルクが喚起する 「実才」のイメージは、否定的な語

によって意図的に歪められている。本作における、ジェンダーを超える両性具有的な芸術家の

造形には、同時代の男性が欲した両性具有という名の「天才jにたいする、女性の作家ドロス

テの批判的な距離もまた、あらわれているのだ。

フェノレスベノレクは芸術家であると同時に、芸術そのものを象徴する人物でもある。かれは 「岩

山 (Fels-berg)Jとしづ意味をもっその名前とその出身地からして、本作の副題の 「アルフ。スJ

を示唆している。43スイスのアルプスは、18世紀後半以降、ヨーロッパ随一の観光地となり、

フランス革命に失望したドイツの知識人にとって、 芸術や自由、政治的独立を意味する場所に

なった。ピー夕、ーマイヤ一期には、それは牧歌的憧慢の象徴となる。 44 Wベノレタ』では、先行

テクストのなかで本作と関連のふかい 『テノレ』とは対照的に、アルプスは作品の舞台となるど

ころか、その具体的描写すらほとんど存在しない。 45その代わりと して、 芸術家フェノレスベノレ

41 Vgl. Berndt， S. 35f 

42イカロスのモチーフや、ベルタのお気に入りの書物で「天才の作品 (EinWerk des Genies) J (v. 2] 82) 

と呼ばれるホメロスの『オデュッセイアJなど、ベノレタと関連した、「天才Jを暗示する要素は随所に
見られる。 Vgl.Schoss1er， S. 67; 8erndt. S. 29. 

43 Vgl. HKA， V/2， S. 634f.; Schwaltzbauer， S. 178一方、女性の性的な欲望を本作から読み取っているベ
ノレントは、 表題と副題を 「ベノレタと愛Jとして解釈している。Vgl.Bemdt， S. 28. 
44 Vgl. Schoss1er， S. 62; HKA，VV2， S. 634; Stephan， Sp. 102. 
45アルプスにかんする描写には、マルコとの対話(第一幕第九場)における、スイスを示唆する I素
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クという名のもう一つの「アルプスj が登場しているのである。

「フエノレスベノレクJという語はまた、ドロステによるウエノレギリウスの田園詩の翻訳のなか

では、詩女神の山ノ勺レナソスと同義で使用されており、46その点からも、かれは芸術の世界を

具現する人物だと推察される。そうした高尚文化が、女性の旅行者にとって当時到達しえない

場所だ、ったアルフ。ス地方として様式化されているのであれば、 47ベノレタのフエノレスベノレクへの

恋心は、 1800年頃の女主人公に典型的な恋煩いを示しているのではない。48それはむしろ、か

れが体現する高尚芸術、あるいはジェンダーを超えた芸術家存在にたいするつよい憧れの表現

として解釈できるものなのである。と同時に、「芸術家Jという他者からの承認や、その属性に

ふさわしい楽器も、 芸術を営むことの証左などでは決しでありえない、こうした主張もまた、

本作 『ベノレタJでは、 「両性類Jと位置づけられながらも潜在的な芸術家として造形されたヒロ

インの姿を通じて述べられている。

3. おわりに

未完の悲劇『ベノレタ』において、若きドロステはシラーやゲーテ等のテクストを利用した書

き換えを行なった。貴族の娘ベノレタと市民のフェノレスベノレクという、男女の身分違いの恋とし

ての体裁を整えることによって、女性も芸術に関与しうることが主張されている。そして、女

性にとって到達しがたい芸術家という地位にたいする憧れは、ベルタの視線の先にある「アル

プス」としづ、芸術の領域を具現化した、男性性と女性性をあわせもつ芸術家フェノレスベノレク

によって表現されている。

女性の芸術創造、あるいは芸術創造の主体を構想するさい、作者ドロステは、ジェンダーの

枠組みを超える 「両性具有j という素材に依拠した。この構想は、 ドロステだけでなく後世の

女性作家一一シェークスピアを引き合いに出しながら同様のイメージを著書 『私だけの部屋』

のなかで追求した、ヴァ←ジニア ・ウルフ(1882-1941)一ーにも引き継がれている。しかし作

中における、 芸術を営む女性にたいする蔑称、あるいは天才的な男性芸術家像にみる、非対称

に価値づけられた両性具有的な男女の造形には、 ドロステも「両性具有」が苧む性規範とは無

朴さJr自由の感覚Jr敬虚な牧人J(v. 2031)などの語蕗や、ブエノレスベノレクが自身の心境に重ねてう
たった山岳風景の描写 (v.3152-3207)などがある。ちなみにかれの歌は、『エドゥアノレト (Eduard)~ 
( 1813/14)という 『ベルタ』構想時にはすでに完成していたドロステの詩である。本作では、 芸術へ

の憧れをうたった冒頭のベノレタの歌と対をなすかたちで、彼女への見込みのない秘かな恋をうたう歌

として挿入されている。Vgl.HKA， T1/2， S. 703・709.

46 Vgl. HKA， V/2， S. 633-635.ベノレタの父や叔父は固有名を欠いているが、草稿段階では「美しい山
(Montebello) J r健全な山 (Roccasana)Jという山を含意する名前があたえられていた。
47 Vgl. Schossler， S. 67.なお、ドロステも同時代の女性旅行者と同じく、執筆当時スイスに赴いたこと
はなかった。しかし、ゲーテ、シュトノレベノレク伯爵、マティソンならびにフリードリケ ・プノレンらの

スイス旅行記などを通じて当地にかんする情報は得ていた。Vgl.HKA， VIII/2， S. 609王
48 Vgl. HKA， V/2， S. 547. 
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縁で、なかったことが示唆されている。「両性具有j とは、20世紀後半のフェミニズムの批判的

な見方も示す通り、女性性という虚構を我が物と した男性中心的なイデオロギーにほかならな

い。この既成の表象自体に、女性を肯定的な芸術家として描くことを不可能にする限界が潜ん

でいたのである。

「両性具有」に依拠すれば、理想的な男性の芸術家存在は、たやすく表現される。しかし逆

に、女性についてその言葉が用いられると、その女性を芸術の領域から排除された存在として

位置づけてしまし1かねない。それを回避するために張られた予防線というのが、否定的な表象

をすすんで引き受けるという服従の身振りにほかならない。それらによってドロステは 「芸術

家Jという呼び名に頼ることなく、ベノレタを女性の芸術家として描きえたのである。

作者ドロステは、社会的に負荷のある女性化した表現手段を選び、自分のヒロインのベノレタ

を女性の領域に位置づけると同時に、彼女にたいしては創造の空間に到達することへの確固た

る自信をうかがわせる台詞をもあたえていた。「両性類」としづ蔑称の使用は、たしかに 「両性

具有jへの無批判な作者の姿勢を印象づけてしまうものだが、この語は隠蔽されるどころか他

者の口を通して強調されている。そしてそれを認めるかのように、妹が体現する理想的な「女

性性Jにベノレタも一定の理解を示している。こうした規範にたいするベノレタのあからさまな服

従の態度には、「両性類jという逸脱の熔印を、タブーを侵すことなく女性の芸術家の代名詞へ

と変化させ、その意味をずらしていこうとする、作者ドロスデの大胆かっ密かな現状打破の試

みもあらわれているのである。
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Weibliche Kreativitat 
- Das Androgynie・Motivin Droste・Hulsho民 Dramen企agment

"Bertha oder die Alpen“一

ASO Yoko 

Die junge Droste・Hulshoff(1797・1848)befasste sich schon in ihrem unvollendet 

gebliebenen Fruhwerk Bertha oder die Aわen(1813114) mit den Moglichkeiten weiblicher 

Kreativitat. ln diesem Werk orientie巾 siesich zwar an literarischen Vorlagen mannlicher 

Klassiker wie Schiller oder Goethe， gelangt-e aber zu einer eigenen Deutung. Die Darstellung 

der Liebe und des Standesunterschiedes zwischen einem kunstbeflissenen Fraulein und 

einem burgerlichen Flotenspieler白lutvor Augen， dass auch Frauen im Bereich der Kunste 

und der Hochkultur tatig sein konnen， aus dem sie damals wegen ihres Geschlechts 

weitgehend ausgeschlossen waren. Die Sehnsucht der weiblichen Protagonistin Bertha nach 

Freibeit und schwer erreichbarer Kunstlerschaft ist wie eine Sehnsucht nach den femen 

"Alpen“， was schon im Namen ihres Schweizer Geliebten Felsberg zum Ausdmck kommt， in 

dem sich sowohl die Welt der Kunst und das Idealbild des Kunstlers verkorpem als auch die 

Verbindung von Mannlichkeit und Weiblichkeit. 

Die melancholisch auf der Harfe spielende Bertha wird von ihrer alle weibliche Tugenden 

besitzenden Schwester als "Zwitter“bezeichnet， weil ihr Geist mann1ich sei. lhr Geliebter 

Felsberg hingegen wird von den anderen als weiblicher Mann angesehen. Beide sind also 

gewissermasen androgyne Figuren. Doch hat sich die Droste bei der Konzeption idealer 

Kuustlergestalten in Bertha an das mannlich codielte Genieparadigma angelehnt. Dabei ist zu 

beachten， dass das Motiv der Androgynie im Grunde lediglich eine Erfindung von Mannem 

ist， die sich als allumfassende Genies sehen wollten und dafur die Fiktion ihrer eigenen 

Weiblichkeit aufstellten. Dieses mannerzen仕ierteKonzept schliest aber letztlich die 

Moglich1也itenaus， eine kreative Kunstlerin zu gestalten， auch wenn erlaubte， in der Figur 

des Felsberg das Idealbild eines mann1ichen Kuustlers zu erschaffen. Vielleicht war gerade 

die Wahl dieses vorbelasteten Androgynie-Motivs der Grund da白r，dass die Droste 

schliieslich i防的hesDrame叩rojektnicht zu Ende fuhrt 
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Dennoch ist dieses Projekt nicht vol1standig gescheitert. Die auserhalb des Bereichs der 

Kunst positionierte Bertha nimmt bereitwillig negativ bewertete und gegensa包licheAttribute 

auf sich wie das feminine Instmment "Harfe“und den verachteten Namen "Zwitter". 

Dadurch gelingt es der Dichtel1n Droste，出reProtagonistin als zum Kunstlersein berechtigt 

darzustellen und却 gleichi耐 kunstlerischesTalent却 demonstrieren，ohne sie direkt eine 

Kunstlerin zu nennen. Zusammenfassend lasst sich sagen， dass die junge Droste nach 

Ausdrucksmoglichkeiten weiblicher Kreativitat gesucht hat， ohne dabei von der Gesellschaft 

gesetzte Grenzen zu uberschreiten. Ihr lugendwerk Berthα，品rdas sie bewusst die Gattung 

Drama wahlte， zielt darauf ab， das， Stigma des Mannweibes "Zwitter“unmerklich in die 

Altemative einer in Wirklichkeit kreativen weiblichen Kuustlerin zu verwandeln. 
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